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概    要 マイクロＲＮＡ（miRNA）は約２２塩基の非常に小さい non-coding RNA で相補的な





平上皮癌でも正常に比べて有意に発現が亢進していることを明らかにし、miR-205 と miR-21 の発現量を
検討することで扁平上皮癌の分子病理診断が可能であることを報告した。本研究では上記成果を発展さ
せ、頭頸部扁平上皮癌の有力な予後関連因子である肝細胞増殖因子（HGF）に着目し、培養細胞系を用
いて、HGF 刺激前後でのマイクロ RNA の発現変化を検討し、HGF の機能発現に関わるマイクロ RNA の同
定を試みた。その結果 Epithelial mesenchymal transition(EMT)等がんの浸潤転移に関わる機能遺伝子
の発現を調節しているマイクロ RNA(miR-200c および miR-27b)を同定し、これらの機能を阻害すること
で、頭頸部癌の進展を阻害できる可能性が示唆された。 
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前後でのマイクロ RNA の発現変化を検討し、HGF の
機能発現に関わるマイクロ RNA の同定を試みた。




のマイクロ RNA のうち Epithelial mesenchymal 
transition(EMT)等がんの浸潤転移に関わる機能
遺 伝 子 の 発 現 を 調 節 し て い る マ イ ク ロ
RNA(miR-200c および miR-27b)に注目し、まずこの
２つのマイクロ RNA の HGF 刺激前後の発現を詳細
に検討した（図１A）。ともに HGF 刺激後短時間の
うちにその発現が著明に低下し、miR-200c の標的
遺伝子である EMTに関わる ZEB1 遺伝子の発現増加
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